
ま
す
。

利
用
者
の
減
少
や
交
通
事
業
者
の
担
い
手

不
足
と
い
う
課
題
に
直
面
し
、こ
の
先
、公
共

交
通
の
維
持
・
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、将
来
に
わ
た
っ
て

市
民
の
移
動
の
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、昨

年
度
か
ら
新
し
い
技
術（
ス
マ
ホ
）を
活
用
し

た
、共
生
型
Ｍ
ａマ

ー
スａ

Ｓ（
※
）の
実
証
実
験
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
証
実
験
は
、オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱（
以
下
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）、日
本

交
通（
株
）と
と
も
に
、Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
開
発
し
た

ア
プ
リ「me

ミ
ー
モ

emo

」を
活
用
し
、移
動
し
た
い

人
と
送
迎
可
能
な
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
、

「
住
民
同
士
の
送
迎
」に
よ
り
目
的
地
へ
の
移

動
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す（
今
年
度

の
実
証
実
験
期
間
は
10
～
12
月
の
３
か
月
間
、

対
象
地
域
は
、高
野
地
区
を
中
心
と
し
た
西

地
域
一
帯
）。ア
プ
リ
は
、iPhone

で
の
み
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。住
民
同
士
の
送
迎
の
ほ
か
、

ま
ち
の
情
報
や
バ
ス
の
時
刻
表（
東
西
循
環
線

の
み
）を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
実
証
実
験
は
、地
方
都
市
の
抱
え
る
交

通
課
題
の
解
決
に
向
け
た
先
進
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、将
来
に
わ
た
り
誰
も
が
安
心
し

「

誰
も
が
利
用
で
き
る
公
共
交
通
は
、私
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
る
移
動
手
段
と
し
て
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。し
か
し
、近
年
は
人
口
減

少
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
や
マ
イ
カ
ー
利
用

の
増
加
、交
通
事
業
者
の
乗
務
員
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
な
ど
、公
共
交
通
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、交
通
事
業
者
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、公
共
交
通
の

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。市
も
公
共
交
通
を
維

持
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
か
ら
交
通
事
業
者
に

対
し
運
行
費
な
ど
を
補
助
し
て
い
ま
す
が
、利

用
者
が
減
少
す
る
中
で
市
の
支
援
額
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す（
表
１
）。

公
共
交
通
は
、ま
ち
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
考
え
て
い
る
一
方

で
、日
常
の
移
動
に
公
共
交
通
を
利
用
し
な

い
と
い
う
ね
じ
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。利
用

す
る
こ
と
で
ま
ち
に
と
っ
て
重
要
な
公
共
交

通
の
機
能
を
維
持
す
る
と
い
う
改
善
に
向
け

た「
流
れ
」を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。

公
共
交
通
の
運
行
状
況
は
、鉄
道
は
、綾
部

方
面
に
JR
舞
鶴
線
が
、敦
賀
方
面
に
JR
小
浜

線
が
運
行
さ
れ
、宮
津
方
面
に
は
京
都
丹
後

鉄
道
宮
舞
線
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ス
は
、京
都
交
通
㈱
が
、東
西
循
環
線
や

高
浜
線
、大
江
線
な
ど
11
系
統
の
路
線
バ
ス

と
京
都
・
大
阪
・
神
戸
へ
の
高
速
バ
ス
を
運

行
し
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
な
ど
が
通
っ
て
い
な
い
７
つ
の

地
域（
岡
田
上
、岡
田
中
、青
井
、池
内
、西
大

浦
、多
門
院
、杉
山
・
登
尾
）で
は
、小
・
中
学

生
の
通
学
や
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
、

地
域
の
協
議
会
で
運
営
す
る
自
主
運
行
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、複
数
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
、鉄
道

や
バ
ス
な
ど
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
地
域
の
移

動
を
含
め
て
、市
内
全
域
を
地
域
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、運
行
し
て
い

No.92

シリーズ

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
市
の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝
え
す
る「
市
政
の
今
」。

今
回
は
、公
共
交
通
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
公
共
交
通

シリーズ

未
来
技
術
等
を
活
用
し
た
心
が
通
う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

本
市
の
公
共
交
通
網

公
共
交
通
を
補
完
す
る
新
た
な
取
り
組
み

ＳＤＧｓ未来都市

て
移
動
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、今
年
３
月

に「
舞
鶴
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
公
共
交
通
を
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
策
を
一
緒
に
な
っ
て

考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

公
共
交
通
は
、み
ん
な
で
乗
り
合
う
こ
と
で

成
立
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。「
本
数
が
少
な
い
」

「
運
賃
が
高
い
」「
乗
り
た
い
時
間
に
走
っ
て
い

な
い
」と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、乗
ら
な

い
公
共
交
通
は
減
便
・
廃
止
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、交
通

弱
者
と
い
わ
れ
る
学
生
、高
齢
者
等
の
移
動

手
段
を
確
保
し
て
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を

支
え
る
こ
と
、ま
た
、観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

で
本
市
を
訪
れ
る
人
の
移
動
手
段
を
確
保
し

て
、地
域
の
振
興
や
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通
を

「
公
共
交
通
を
利
用
す
る
」と
い
う
行
動
で
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
共
生
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
…
あ
ら
ゆ
る
交
通
手
段

を
活
用
し
、最
適
化
し
た
う
え
で
自
家
用
車

と
同
等
か
、そ
れ
以
上
の
快
適
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

公
共
交
通
を
利
用
し
て
守
る

車を運転できなくなったら電車やバスに乗るという誤解

　「車を運転できなくなったら電車やバスに乗る」と言わ
れる人が多数おられます。
　東舞鶴駅と西舞鶴駅の往復約 15㌔を鉄道と車で比較す
ると、車移動の消費カロリーは鉄道の約半分で済みます。
つまり、車の運転が難しくなった体力で「車を運転でき
なくなったら電車やバスに乗る」ことはできないのです。
また、免許証返納後も外出頻度が維持・増加した人は「車
を運転しつつも電車やバスを使っていた人」というデー
タもあります。反対に、車だけを運転し続けていた人は「家
族に毎回送迎を頼むのは気後れするし、かといって電車
やバスの乗り方は分からないし…」となって外出が減少
する傾向にあります。
　日ごろから公共交通を利用
することは、健康的な体づく
りにもつながります。元気な
うちに、そして子どもの時か
ら電車やバスの移動にぜひ
チャレンジして、新しい景色
を体験してください。

立命館大学衣笠総合研究機構
アート・リサーチセンター　
客員協力研究員
公共交通アドバイザー

井上 学さん

バスの乗り方
①停留所で乗るバスの行き先表示

を確認
②乗る時（後ろから乗車）は整理

券を取るのを忘れずに
③車内ではマスクを付けて静かに

携帯電話もマナーモードに
④降りるバス停のアナウンスが流

れたら降車ボタンを押す
⑤降りる時は整理券と運賃表で運賃を確認して支

払う
※車いすマークがあるバスは車いすでそのまま乗

れます。運転手に知らせてください。

H27 H28 H29 H30 R1

交通事業者への市の補助額

0

140,000

87,552

17,205

70,000

91,187 96,282 98,317

130,705

66,766

17,414 18,020 22,321 23,055

65,091 72,024 75,337

自主運行バス京都交通 京都丹後鉄道

（単位：千円）

67,204

表１

路線バスを利用する親子（写真はコロナ前、子育てひろば ひまわり提供）
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